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シリーズ④

ふるさとを偲んで
小坂宿

鳥取宿

▲硬在の小坂の街並み

４今なお静かにたたずむ鴒守稲両神社▲宿はずれの斬茶屋

寒
さ
が
厳
し
い
初
冬
の
一
日
、
わ
が
町
の
景
勝
の
地
で

あ
る
小
坂
峠
の
登
り
口
、
羽
州
街
道
最
初
の
宿
駅
と
し
て

栄
え
た
近
世
の
小
坂
宿
と
、
そ
れ
に
先
行
し
た
中
世
の
鳥

取
宿
を
、
郷
土
史
研
究
家
の
菊
池
利
雄
さ
ん
と
、
地
元
の

後
藤
伝
吉
さ
ん
の
案
内
で
歩
い
て
み
た
。

小
坂

砲

は
、
小
坂

峠
の
入

凵
に
あ

・。。
て

、
行
歩

川
に
よ

・－
て
形

成
さ

ね

た
扇
状

地
に
し

地
し

。
羽
州

街
道
飛

朷
の
宿

駅
で
あ

る

山
範

線
に
沿

。‥
て

進
ん

だ
羽

州

街

遺
は
宿

人

川
の
１

前
で

向
き

を
北
叫

に
か
え

。
人

川
の
両

側
に

は
、

一
眼

塚
が
築

か
れ
て

い
た
が
現
俘

し
な

い

。

宿
駅
の

輿
さ

は
三

ド
ー
ど
で

、
北

に

商

く
南

に
低

い
地
形

か
・
６
屋

敷
地

は

陪

段
状

に
配
き

れ
て

い
る

宿

の
出

目
で
街

道
は
販

に
柵

形

に

折
れ
て

川
留
乕

所

の
木

、尸
が
嚊

え
・
ら

れ
て

い
た

。
二
こ

か
ら

少
し
行
『

た

噺
で
衝

道
は

向
を

北

に
と
・・。
て

、
行

歩

川

の
鳩
を

渡

り
小
坂
峠

へ
の
坂

道

へ
と
辿

な

っ
て

い
た
。『

宿
出

目
の
枡

形

を
折

れ
ず
に
北

に

進
ん

だ
高
台

に
は

、
岬
洞
宗

、
羽

川

米
沢

の
林
恥
寺

末

寺
・
蟠
能

山
松

藏

十

が
あ

り
、
そ

の

瓜
Ｆ

に
は
二

の
村

の
鎮
守

稲
荷

神
社

か
祭

ら
れ
て

い
る

。

小

坂

宿

略

年

表

中

泄

小
坂
峠
の
南
餮

に
鳥
・収
宿
｛
刑

／
淀
、
大
門
｝

が
置
か
れ
る
．

・
一
の
頃
匕
ヶ
・叭
街
道
は
商

人
の

哇
飛
か
は
げ
Ｉ
‘ぐ
、
伊
瞳
氏
は

こ

れ
を
限
滴
す
る
．
’

伊
湮
文
弃

）

慶
友

．年
　

（

．
が
凡
心

伊
達
郡
Ｌ
６
景
勝
頌

と
ひ

る

こ
の
頃
小
坂
・叭
か
整

蝸
さ
れ
。

鳥
取

宿
の
も
つ
伝
馬
機
能

か
・
一

の
叭

に
昨
き
る
か
。

元
朏
’叺
年
　

匸

六
ス

、Ｊ

べ
り
．
秋
川
瀋
１

梅
沖

軟
以
徳

川
家
尢

力
命
を
恥
じ
．
桑
価
か

・
弓
小
坂
峠
・
闡
・
山
形
へ
の
街

道
、
徇
町
を
八
卜
川

の
繩
で
丈

釐
す
　

小
坂
宿
の
人
川
に
　

肌

塚
か
煢
か
る
か
．

竃

永

元

年
　

（

八

こ

川

）

忖
竹
義
竹
．参
勤
を
終
え
小
坂
宿

を
晒

り
帰
川
す

．
こ
の
哨
よ
り

川
羽
囚
力
諸
大
名
参
勤
交
代
に

を
　
Ｇ

よ

り
なｒ
山
・

小
坂
峠
越
え
の
匕
ヶ
砲

（
羽
州

街
屯
）
が
使
川
さ
る
．

克
木
－

右
年

Ｔ

汽
．．．・
ひ

小
坂

日
留
翦
所
々

に
杉
原
Ｌ
卜

衛
門
（
臨
州
・
．．Ｌ

丘
歳
）
か
仟

ぜ
ら
れ
る

寛
・水
卜
九
乍

（
一
八
円
．Ｊ

円

川

、

Ｌ

杉

藩

］
信

人

海

道

油

之

立

札

お

妓

に

駄

賃

定

｀

を

公

布

す

．

御

伝

馬

抜

び

駄

賃

荷

物

‐‐

駄

に

っ

き

四

卜

賈

Ｈ

。

小

坂

宿

よ

り

戸

沢

寉

迄

一

里

ハ

ト

六

川

一・
．
不

一

文

（

内

十

文

は

坂

道

の

耶

分

、

宿

柚

糾

｛

木

貨

夊

十

文

馬

十

五

文

｝

等

睨

宕

す

．

霓

夂

四

叫

（

．
べ

以

四

）

こ
の
頃
よ
り
萪
如
高
帛
の
御
墟

末
、
Ｌ
ヶ
店
、
小
坂

峠
を
へ
て
、

小
坂
宿
の
御
城
宋
か

に
蓮
ば
れ
．

つ
い
で
伊
達
崎
、
徳
江
川

岸
よ

り
．心
戸
へ
の
津
出
し
か
行

わ
れ

笹
宝
二
年
　

（
一
六

七
四
）

四
爿

、伊
達
郡
西
根
之
内
小
坂

吋

御
検
地
蛾

」
が
作
成
さ
る
．

．白
妊
数
し
十
七
戸
中
五
ヤ
じ
人

宿
町
卜
ま

い
か
．

享

保

十

円

年

匸

Ｌ

二

九

）

小

坂

峠

退

は

産

峨

と

吁

ば

れ

｛

汪

．尸

道

中

記

一

に

よ

れ

ば



明治20年頃の小坂宿図

(氏名は宅地の所有者名である)
作成　菊池利雄

近
匯
叨
刈
ま
で
の
小
坂
砲
は
。
加

川
（
舞
川
）
紂
の
内
に
あ
・。
て
。
い

つ
の
時
代
に
宿
か
形
成
さ
れ
た
か
は

川
ら
か
で
な
い
か
、
職
人
暦
の
存
在

や
凵
留
翦
所
設
置
な
ど
の
継
緯
な
ど

か
ら
み
て
、
お
そ
ら
く
は
米
沢
藩
Ｌ

杉
氏
が
慶
妊
頃

に
で
も
。
今
日
に
啖

さ
れ
て
い
る
地
割
に
よ
ｆ。
て
、
小
坂

の
宿
駅
の
整
備
か
お
こ
な
・
わ
れ
た
も

の
と
推
察
さ
れ
る
。

川

治

．一
卜

叫

、

叺

北

本

線

の

自

石

駅

か

で

き

、

自

．６

川

沿

い

に

小

川

新

道

が

閧

通

し

て

、

小

坂

峠

越

え

の

羽

州

街

道

か

衰

微

す

る

．

現

在

は

、

道

路

も

整

備

さ

れ

．

家

拒

み

し

新

し

く

な

り

、

街

並

み

は

一

変

し

た

か

、

心

所

に

静

か

に

た

た

ず

む

鎮

守

陥

荷

神

吁

が

往

時

の

お

も

か

げ

を

偲

ば

せ

て

く

れ

る

．

・

‐｛
柚

島

県

歴

史

の
恣

、

羽

袖
衝

ｌ

‘
か

ら

｝

▲小坂村絵図

Ａ松蔵今観音堂（信遣Ξ十三観音 第20番札所）

一
楚
よ

り
山
坂
大
難
所
也
。
馬

足
成
ら
ず
：
：

』
と
あ
る
。

天
明
頃
　

（

．
七
八
一
～
ぺ
八
）

富
塚
良
助
、
小
坂
口
卿
番
所
役

人
と
な
り
、
子
係
は
世
襲
し
て

明
治
初
め
の
廃
山
時
に
い
な
る
．

（
小
坂
村
宗
門
人
別

帳
）

文
化
三
年
　

（

）
ぺ
つ
λ

）

七
月
卜
日
佐
竹
秋
田
藩
Ｅ
参
勤

夊
代
の
帰
路
小
坂
耐
鈴
木
涛
右

衛
門
宅
で
小
休
ｉ
．。
駕
籠
を
降

り
、
徒
歩
で

小
坂
峠
を
越
し
上

戸
沢
宿
に
向
か
う

。
こ
の
頃
出

版
さ
れ
た

’
江
。尸
登
分
問
道
中

記
‘

に
小
坂
耐
本
陣
佐
藤
八
郎

兵
鈿

（
献
山
屋
）
か
み
え
る
。

文
欠
二
年

｛

。
八
八
二
｝

篩
府
の
証
人
在

府
駲
か
喩
き
れ

て
出
羽
固
の
諸
大
名
の
妻
子
等

帰
国
す
。

慶

亡

二

年
　

（

一

八

六

七

）

北
半
田
村
の
早
出
公
之
助
等
小

坂
峠
新
道
を
開
き
く
す
．

瞬
治
叨
￥
頃

『
∵
へ
い』
こ
頃
｝

小
坂
宿
の
旅
籠
屋
は
円
軒
．
斎

ｉ
源
八
郎
（
丸
屋
か
？

）、
高
原

・
べ
郎
右
衛
門
（
米
沢
堋
）
佐
ｉ

八
郎
兵
衛
（
秋
田
屋
）
早
田
伝

円
郎
（
半
田
屋
）
（
国
―
町

史

二
巻
）

明
治
九
缸
」
　
（
一
八

七
六
）

賍
逢
こ
郡
村
誌
に
よ
れ
ば
小
坂

付
の
総
戸
敵
廴
十
七
戸
そ
の
内

町
場
．尸
数
五
卜
六
戸
と
あ
る
．

明

治

二

十

年

（

て

べ
４

廴

）

梟
北
本
縛
叭
自
石
拏
か
で

き
、

白
‥
石
川
沿

い
に
小
原
新
道
か
閧

通
し
て

。
小
飯
峠
越

え
の
羽
州

街
道
か
衰
微
す
る
。

明
柚
二
十
二
年

（
一
八
八
九
）

小
坂
、
泉
田
、
鳥
取
、
内
谷
付

合
併
し
て
小
坂
付
と
な
る
．

明

治

三

十
一
．（
’叫

こ

九

〇

〇

）

九

月

．

藤

田

駅

か

で

き

る

．

昭
和
二
十
九
甲

二

九
五
四
）

．二
月
三
十
一
口
、
樋
田
、
小
坂
、

森
江

野
、
大
木
戸
、
大
枝

．
町

四
ヶ
村
合
併
し
国
見
町
と
な
る
．

昭
和
円
十
（
年

こ

九
六
六
）

小
坂
峠
。
中
ノ
荼
皿
か
ら
峠
茶

慧
に
い
た
る
迂
回
道
路
か
完
成

し
、
県
道
福
鳥
－

上
戸
沢
線

と
し
て
供
用
開
始
。

作
成
賢
糾

国
見
町
史
。

そ
の
他

菊
池

利
雄



鳥

取

宿

小
坂
宿
に
先
行
し
た

中
世
の
宿
駅

鳥
取
村
の
宿
ノ
淀
と
大
門
は
．
柵

現
寺
の
地
蔵
庵
観
音
堂

叭

帽
Ｓ
泄
・

の
南
植

、
門

前
の
地

に
あ

‘．
て
、

現

在

も
家

屋
か

密
集
し

て

い
る
．
・
一
の

村

の
中

心
的

な
集
藩

で
か

ン

ヽ
の

鳥

取

宿
の
跡

地
で

あ
る
　

そ
の
間

を
北

に
向

か
う

道
は

、
往
時

の
藤

川
宿
で

奥
の
人
道

か

ら
分
岐
し

、
内

谷
を

へ

て

小
坂
峠

・
奥
羽

山
脈

を
越
え

、
出

剖
国
・
μ

に

Ｉ

に
通
じ

て

い
た
衡
路

と
み

ら
れ

る
．

宿
ノ
淀

は
明
治

以
的

は
宿
と
呼

ば

れ
Ｉ勺

怦
芦
一
．史
料

的
に

は
明
ら

か
で

な

い
が
、
近

匪

に
お
け

る
羽
州

街
道

の
宿

駅
小
坂

倫

に
兇

行
し

た
中
皿

の

宿
駅
で

．
木

戸

（
大

門
）

夲
‐
碼
・こ
た

関
所

の
斤
在

が
恕
定

さ
れ

、
小
坂

倫

の
剛
設

に
伴

い
鳥
収

宿
の
も

っ
伝
馬

險
能

が
、
吸
収

さ
れ

て

い
・
．
た
．

こ

の
宿

ノ
碇

は
、
県
境

山
領

に
流

、
　
を
　
↑
　
、

～
４
ヽ

す
冫

’ｆ
ｌ

ｌ

ｊ
゛
¨
；
｀
¨
‘
’
゛

か
、

山
地
か

ら
ｆ

地
へ

と
流

れ
だ
す
、

谷

川
部

に
形

成
さ

れ
た

Ｍ
状
地

の
－Ｍ

㈲

に
あ

’。
て

、

宿
／
淀

と
人
門

の
境

昨
は

傾
斜

の
急
な

坂
道
で

あ

り
、
そ

の
両

側
に

は
叫

治
の
鳥
収

吋
地

刪
閥

汕
Ｑ
り
夕

こ
よ

ｌ
ｆ

゛

卜
≒
‐
゜
Ｊ

ど

叫
心
心
　

１

。
～
Ｃ
　
　

″
ｌ
ｒ

。

の
川

敷
地
割

の

ま
と
ま

り
か

み
ら

れ

る
谷
川
集
落
で
、
小
坂
峠
越
え
に
Ｌ

ヶ
宿
街
直
沿
い
の
戸
沢
・
渡
瀬
・
関

な
ど
の
山
地
と
、
傴
地
の
生
産
物
と

の
交
易
の
場
で
も
あ

’－
た
．

地
蔵
唯
観
音
堂
の
橡
日
‐で
け
弦

似

に
冐

に
ａ

巾
宍

≒

舮
球
川

帚
立
て
加
と
い
う
こ
と
も
あ
一
て
、

蚕
只
な
ど
を
売
る
出
店
か
立
植
び
に

ぎ
わ
・
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
歴
史

的
背
妣
か
考
え
ら
れ
よ
う

。

近
匯
の
は
じ
め
羽
州
街
道
幣
備
の

段
階
で
、
交
通
の
流
れ
か
桑
折
宿
か

ら
小
坂
峠
越
へ
と
変
わ
り
。
鳥
収
宿

は
地
形
的
に
み
て
も
１
分
な
宿
屋
敷

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
行
歩

川
対
岸
の
地
に
小
坂
宿
の
設
置
を
み

る
に
お
よ
ん
で
、
宿
駅
と
し
て
の
使

命
を
終
え
た
Ｉ。
　
　
　

菊
池
利
雄

▲水の神を祭った天神様

Ａ 地蔵癪 観 合堂 (  信 達三十 三観 音第21 番札所）

鳥取村旧宿周辺地籍図
(国 見町 役場所蔵鳥 取村

地籍図 によ って作成）



昭
和
六
十
二
年
度

就
学
予
定
者

昭
和
五
十
五
年
四
月
二
日
～

五
十
六
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
方

来
春
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
百
じ

十
一
名
の
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

健
康
に
十
分
注
意
し
て
、
人
学
式

に
は
、
み
な
さ
ん
そ
ろ
っ
て
元
気
な

顏
を
兒
せ
て
く
だ
さ
い
。

記
載
も
れ
や
誤
字
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
町
教
育
委
員
会
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
酋
八
五
－
一
二

二

（
敬

称
略

）

・

藤
田
小
学
校
8
3名
（
男
4
3
女
4
0）

鈴

木

岬

之

奥

山

和

典

山

内
　
　

静

鈴

木

教

子

曳

地

奈
沖
子

武
　
田
　
ッ
ヤ
子

大

間
　
　

緊

大
和
田

明
日
災

鈴

木

１

尋

菅

野
　
　

乍

徳

禎

山

香

松

浦

辰

巳

佐

藤

結

香

佐

藤

典

子

大

槻

忠
理
子

本
　
田

育

実

紺

野
　
　

亮

粲
　
　

哲

也

吉

田
　
　

薫

佐

藤

絵

理

安
係
子

大

介

古

川

寛

之

村

上

芳

博

齊

藤
　
　

晃

女
　
田

亜
砂
叉

週

藤

忠

Ｆ

劉
　
田

品

１

渋
　
谷

忠

史

田
　
凵

宏

笂

佐

蘰

充

公

作

藤

健

治

菊

地

理

沙

齋

４
　
　

祟

高

櫑

友

笂

商

暘

直

喇

太
　
田

川
　
一

．一
．

木
　
　

彰

占
　
Ⅲ

哈

正

佐

Ｉ
　

．

則

中

村

政
　
人

商

橋

輿

理

商

礦

脇

介

安

藤

利

幸

赤

坂

良

太

菊

地

沙

織

後

藤
　
ひ
と
み

佐

藤
　
　

琢

板

瞞

余
々
７
.

武
　
田

直

芙

廣

瀬

健

次

齋

藤

絢
7
‐

古

剛

覃

ｆ

齊

藤

宏

笑

中
　
野

帖

飼

占
　
田

裕

志

田
　
日

弘
　

．

阿

帆

祟

冷

作

藤

山

紀

佐
々
木
　
　

ｗ

佐

４

μ

笑
栄

浅

野

知
　
ｆ

松

浦

朱

美

飛

水

か

皀

占
　
Ⅲ

理

忠

佐
久
川
　
　

勉

立
　
石

余
都
笂

小

室
　
　

刈

羽

桃

加
余
‐Ｆ

上

林

鉄

皀

渡

辺

弘

ｒ

鍛
治
内

大

輔

大

波

愛

笑

女

川

圭
　
介

黒
　
田

裕

笂

斎

藤
　
　

誠

加

藤

觚

笑

牧

野

紀
　
子

野

村

尚

ｒ

野

村

聡
　
炙

志
　
Ⅲ

広
　
孝

姦

藤
　
　

敏

呼

出
　
　

信

阿

郎

康

人

・

小
坂
小
学
校
1
9
名
（
男
９
、
女
1
0
）

渡

辺

亜
希
子

佐

藤
　
　

刈

佐

ａ

Ｍ
　
一

穴

崎

和
　
ｆ

佐

藤
　
．ヰ
　
充

渡
　
辺

直

樹

渡
　
辺

仕
余
ｆ

佐

藤

佳

代

商

原

憲
　
・二

佐

藤

笂
１
・子

佐

嘩
　
ひ
と
み

熊

坂
　
　

香

鴨
　
川

幸
　
子

ｗ
川

隅

真
理
．ｒ

六
　
旧

占

彦

中

野

秀

俊

齋

蘰

裕

幸

Ⅲ

吋

余
肝
・’ｒ

熊

坂

欣

哉

・

森
江
野
小
掌
校
3
3
名（
男
1
9
、
女
μ

）

八

巻
　
　

洋

夲

多

消

孝

佐

藤

壱

茂

佐

野

良
由
笂

紂

Ｌ

恵
　
一

人

波

克

次

人

波
　
　

剛

尖

沢

孝
　
一

菊

地

仁

史

高

橋
S
1‐
1余
恵

石

井
　
の
ぞ
み

大

内
　
　

学

八

巻

智
　
子

八
　
ぎ

敏

ダ

徳

汪

濆

汪

齏

藤

好

心

佐

藤
　
　

学

人

波

綾

。ｒ

寶

槻

嶌

修

實
　
沢

加
余
子

菊

地

健

也

商

橋

奈
紬
美

商

橘

和

也

作
久
間

災

穂

小

野

政

之

松

浦

佳
余
子

近

野
　
　

喨

佐

藤

亜
希
子

佐

藤

裕

敬

佐

藤

光

克

斎

藤

愈

志

占
　
Ⅲ

真
紀
子

佐

藤

智

美

・

大
木
戸
小
学
校
2
7
名
（
男
1
3
、

女
1
4
）

松
　
Ⅲ

香
余
ｆ

鈴

木

和

弘

商

鳴

幸

皀

松

柚

友

美

松

柚

血

作

．．一
　
浦

和

也

八

を

義

行

渡

辺

裕

泰

妊
谷
川
　
　

曄

松

涌

広

扣

荀

池

な
ぎ
さ

大

沼

政

ｆ

武
　
田

占

正

商

鳴

智
恵
笂

松
　
川

汪
笑
子

戚

鳴

美

里

占
　
田

加
代
子

商

橋

め
ぐ
み

高

鳴

利

依

渋

谷

朝

洋

佐

藤
　
　

誠

佐

藤

崇

寿

阿

部

和

洋

十‥

川

清

人

商

吋

ひ
と
み

大

沼
　
　

徹

松
　
田

聖

子

・

大
枝
小
学
校
９
名
（
男
４

、
女
５
）

齊

藤

知
忠
子

児

Ｅ

春

樹

佐

藤

丞
　
治

拜

砂

山
矜
’ｒ

佐

藤

鵬
　「

鈴

木

有
希
子

小

林

道

広

鈴

木

恵
理
子

鈴

木

純
　
子

阿
部
善
雄
さ
ん
が

二
年
連
続
受
賞

技
能
者
の
祭
典
・
県
技
能
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
か
十
一
月
二
日
い
わ
き
市

で
鬨
か
れ
、
県
内
各
地
か
ら
一
級
技

能
士
六
十
四
人
が
出
場
し
、
建
築
配

管
や
広
告
美
術
、
ブ
ロ
ッ
ク
建
築
な

ど
八
職
種
に
分
か
れ
て
腕
を
鯖

い
ま

し
た
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
建
具
の

部
で
出
場
し
た
阿
部
善
雄
さ
ん
（
藤

田
字
中
沢
（

四
　
五
十
二
歳
）
に
、

昨
年
に
続
き
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会
か
ら
賞
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。



▲穂江で行われた安全祈願祭

▲盛大に行われた起工式祝賀式

流
域
下
水
道
県
北
処
理
区

の
工
事
着
手

昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
県
で
実
施

し
て
い
る
、
阿
武
隈
川
上
流
流
域
ド

水
道
県
北
処
理
区
（
福
島
市
・
桑
折

町
・
伊
達
町
・
国
見
町
・
梁
川
町
・

保
原
町
）
の
下
水
道
整
備
事
業
の
幹

線
管
渠
の
工
事
か
十
一
月
二
十
九
日

起
工
し
、
昭
和
六
十
八
年
の
一
部
処

理
供
用
開
始
に
向
け
て
工
事
の
ス
タ

ー
ト
を
切
り
ま
し
た
．

こ
の
日
の
安
全
祈
願
祭
は
、
徳
江

の
工
事
現
場
鵬
森
江
野
中
央
集
会
所

｛
仮
称
｝
建
般
用
地
内
で
行
わ
れ
、

天
野
瞳
設
大
臣
の
出
席
の
も
と
、
関

係
者
約
百
人
が
、
工
事
の
安
全
と
早

瑚
完
成
を
折
り
ま
し
た
．．

引
き
続
き
、
町
の
農
協
会
館
に
お

い
て
起
工
式
典
か
行
わ
れ
、
下
水
道

事
業
促
進
を
欝
い
合
い
ま
し
た
。

県
北
処
理
区
の
全
体
計
画
は
、
処

理
面
積
八
千
六
肖
四
十
じ
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
処
理
人
口
三
十
一
万
一
千
五
百

人
、
一
日
最
大
処
理
汚
水
蔽
二
十
万

七
千
立
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
お
り
、

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
の
た
め
大

い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

町
に
お
い
て
も
。
近
々
基
本
計
画

か
策
定
さ
れ
、
工
事
に
つ
い
て
は
昭

和
六
十
三
年
度
に
着
工
か
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

十
一

月
十

八
日
協

力
青
（
敬
称

略
）

一
般
協
力

瀬

．尸
　
と
み
Ｆ

拌

砂
　
コ
シ
Ｆ

板

咳
　
セ
　
ツ

ー桜

沢
　
ア
サ
子

佐

藤

喜
代
治

岩

破
　
　

勉

鈴

木

川

子

纔

藤

繁

雄

八

鳥

和

子

斎

膝
　
ヒ
サ
子

八

鳥

富
　
一

氏

家

畏

吉

菊

地

奉

書

松

浦
　
ヨ
ネ
子

栗

原

令

恵

武

田

和

子

安

達

は
つ
子

片

砂

由

屶

瀬

戸
　
芳

雄

瀬

戸

喜
代
ｆ

佐

藤

洋

ｆ

小

野

八
皿
子

佐

藤

浦

春

鈴

木

キ
イ
子

佐

藤

則

子

小

林

裕
　
．

佐

藤

光

信

佐

藤

秀
　
一

安

藤

和

子

渋

谷

将

信

安

達
　
　

功

武

田
　
　

触

遠

藤

美

喜

菊

地

久

子

（

商

工

会

員

》

鳳

田

義

男

松

浦

惣
　
一

穐

月

保

子

佐
久
間

正

男

瞥

野

昭

雄

佐
久
聞
　
ッ
ヤ
子

本

田

篤

子

桐

沢
　
み
よ
子

黒

田

節

子

吉

田

昌

子

穐

月

辰

也

佐
久
間
　
ヨ
　
ネ

大

森

忠
泊
郎

朽

木

好

秋

吉

田
　
と
き
子

高

檎

芳

男

鳥

鳴

富
美
ｆ

阿

部

節

介

半

沢
　
　

豊

阿

郎

信

子

《
国

見

電

子

”・

森
　
　

略

・
Ｐ

菅

野
　
　

浩

や

沢

弘

子

鈴

木

信

也

阿

郎

典

昭

秋

葉

玲

子

阿

部

英

人

赤

坂
　
は
る
い

朽

木

優

子

須

Ⅲ

悦

１

佐
々
木

博

志

へ
信
用
金

庫
国
兄
支
店
》

八

鳥
　
一
　
成

佐

藤

孝

文

樋

口
　
郁

雄

鈴

木

栄
　
一

菊

地

喜

伸

吉

田

重

夫

渡

辺

伸
一
郎

菅

野

好

美

佐

藤
　
　

違

《

国

見

町

農

協

》

熊

坂
　
き
ぬ
子

｛
国
見
ガ
ス
住
宅
設
備
｝

鈴

木

廣

茂

ｉ

見
町
役
鳩
》

吉

田

貞

男

小

池

芳

男

八

鳥

英

雄

引

地

由

則

斎

藤

隆

義

谷

沖

富

夫

小

西

春

彦

引

地
　

真

武

田

正

裕

松

浦

昭
　
．

佐

藤

克

成

菊

地

軽

子

蓬

Ⅲ

恭

子

人

波

正

子

菊

地

弘

美

吉

田
　
義

勝

宍

戸

浩

寿

古

田

息

子

佐

藤

敦

子
▲献血中の協力者の皆さん

ひ
と
こ
と

本田　篤子さん
藤田字南29 35 歳

常
日
頃
、
献
血
を
や
っ
て
み
た
い

と
思
つ
て
い
ま
し
た
が
、
比
重
が
軽

く
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
初

め
て
十
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

わ
り
の
友
だ
ち
も
し
て

い
ま
し
た
し
、

私
も
献
血
で
い
く
ら
か
で
も
人
の
た

め
に
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。



ふるさとの文化財
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わくみず

御瀧神社の涌水

菊　池　利　雄

県
境
山
嶺
よ
り
貝
田
と
の
村
境
に

沿
っ
て
、
南
に
延
び
る
尾
根
筋
の
突

端
。
鹿
野
山
の
南
鮠
瀧
沢
の
地
に
わ

き
だ
す
こ

の
涌
水
は
、
御
薦
神
阯

（
旧
稲
荷
大
明
神
）
の
う

り
そ
う
と

繁
る
鎮
守
の
森
の
深

い
木
立
ち
の
中

か
み
　
な
か

Ｉ
↑し

に
あ
っ
て
、
上
・
中
・
下
の
池
に
そ

そ
が
れ
、
池
に
は
大
き
な
梵
天
（
幣

束
）
か
ま
っ
ら
れ
て
お
り
。
豊
か
な

稲
の
み
の
り
を
水
神
に
听
っ
た
。
古

い
信
仰
の
形
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

涌
水
か
ら
の
豊
か
な
濟
流
は
瀧
沢

ｙ

川
と
な
っ
て
、
光
明
寺
の
邑
を
う
る

お
し
、
か
つ
て

は

’湯
沢
の
里
』
と

称
し
た
と
い
わ
れ
、
こ
の
川
か
ら
堰

上
げ
ら
れ
た
上
江
・
中
江
・
ド
江
に

よ

っ
て
古
い
時
代
か
ら
水
田
か
拓
け
、

豊
か
な
村
里
と
し
て
さ
か
え
て
い
た
。

伝
え
に
よ
れ
ば
平
安
時
代
の
天
安
元

年
（
八
五
七
）
に
、
榊
尭
養
か
商
寺

山
に
三
常
院
を
創
建
し
、
阿
弥
陀
二

碑
佛
を
安
置
し
た
か
、
天
嘶
乍
間
に

野
火
に
か
か
り
て
焼
失
し
た
た
め
、

沸
像
は
運
び
だ
さ
れ
て
、
瀧
沢
川
ほ

と
り
の
現
在
地
に
吽
さ
れ
た
と
い
わ

れ
る
。

ま
た
奥
州
合
戦
（
一

。
八
九
）
の

職
功
に
よ
り
、
伊
達
朝
宗
は
源
頼
朝

よ
り
伊
達
郡
の
地
を
賜
わ
り
、
夫
人

の
結
城
氏
は
晩
年
を
こ
の
邑
に
過
ご

し
た
と
い
わ
れ
、
滅
沢
川
沿
い
の
鹿

野
山
を
背
に
し

た
口
向
の
山
轆
に
、

「
玉
殿
」
な
る
地
名
か
残
さ
れ
て
お

り
、
夫
人
の
御
殿
跡
で
あ
ろ
う
、
没

後
は
現
福
聚
寺
裏
の
高
台
に
あ
る
事

地
に
葬
む
ら
れ
て

い
る
。

伊
達
政
依
は
朝
宗
夫
人
の
奔
提
を

弔
う
た
め
、『
伊
達
五
山
』
の
一
つ
と

し
て
松
陰
山
光
明
寺
を
こ
の
邑
に
建

立
し
た
と
い
わ
れ
、
村
名
の
お
こ
り

も
こ
の
寺
に
由
来
す
る
。
そ
の
寺
跡

の
地
は
明
ら
か
で
な
い
が
。
鹿
野
と

沼
地
内
に
み
ら
れ
る
長
径
八
〇
～
六

〇
メ
ー
ト
ル
、
短
径
五
〇
～
四
〇
メ

‐

ト

ル
の
舘
状

の

郭
地
割

は
．
光

明

寺

と
そ

の
塔
頭

跡
で

あ
ろ
う

か
．

ま

た
鹿
野
地

内
か

ら
涌

水

に
向
か
う

細

道

の
分
岐

点
は

．
香

炉
橋

と
呼

ば
れ

て

お
り
光

明
寺

関
連

の
地

名
と
み

ら

れ

、
現
福

聚
寺

む
か

つ
て

の
塔
頭

の

一
つ
で
あ

ろ
う
・

門

前
の
付

近

に
は

珍
ら

し

い
形

状

を
し

た
虎

石
が
あ

る
．

ま

た
県
道
貝

田

・
梁

川
線

と
、
高

城

に
向

か
う

町
道

の
分

岐
点

は
花
立

と

呼

ば
れ
て

お
り

．
御
淑

神
杜

参
道
右

側
の

台
地
上

に

は
薬

師
堂
か

あ
・．
て

、

石
造

の
す
ぐ

れ

た
薬

師
如
来

座
像

か

安
置

さ
れ

、
地

元
で

の
深

い
信
仰

を

あ

つ
め
て

い
る
．

犬

文
七
年

（

‐
.
‐
五

．二
八
）

伊
達

植

宗

が
、
こ
の

郷

の
水

田
に
課

し

た
段

銭
は

七
貫
四

五
〇

文

一
‐‐
鬪

黯

芍

｝

で

、
こ

れ
よ

り
推
定

さ
れ

る
水
田

は
、

勺
I

 

に

糸

竍
！

鐔

呎

χ

匂
衂
瓦
的
ｆ（
町
ゆ
７

に
な
あ

陞
で

あ

り
、
明

治
八
年
（

∵

べ
Ｌ

五
）

の
．

『
僑
達

二

郡
村
誌

』

に
よ
る

光

明
寺

村
の
水

田

は
十

九
町
八

畝
と
比

較
す

れ

ば
大
差

か
な
く

．

こ
の
涌
水

に
よ

・

た
、
村

の
開

発
の
古

さ
を
知

る

こ
と
か
で

き

る
．

こ
の
よ
う

に

、
御
瀧

神
社

の
涌
水

は
信

仰
の
水

で

あ
り

、
こ

の
地
城

の

開

発
を
お

し
す
す

め
、
文
化

を

は
ぐ

く

ん
だ
．

霊
泉

と
し

て
崇
敬

さ

れ
て

い
る
．

（
昭

和
六

十
一

年
八

月
、『
ふ
く
し

ま

の
水

三
亅

選
』

に
認

定
さ

る
）

嶇
朽
夊
献

国
見
町
ｉ

・

・
叫
昏

尢
川
々
口
地
冊
咄

身近にある野草・薬草

30

ネ ズ ミ モ チ

常
緑
低
木
で
、
樹
高
は
二
～
三
ｍ

く
ら
い
。
幹
は
灰
色
で
、
直
立
し
て
、

よ
く
枝
分
か
れ
し
ま
す
。
葉
は
細
長

い
楕
円
形
で
全
緑
、
質
が
厚
ぐ
、
光

沢
か
あ
り
葉
柄
に
対
生
し
ま
す
。
夏

に
。
枝
先
に
白
色
の
小
花
を
多
数
円

錐
花
序
に
つ
け
ま
す
。
花
冠
は
簡
状

で
、
先
端
が
四
片
に
裂
け
て
い
ま
す
。

闘
花
期
に
特
有
の
に
お
い
か
あ
り
、

秋
に
、
畏
さ

｝
ｍ
ぐ
ら
い
の
楕
円
形

で

、
紫
黒

色
の

果
実
を

結

び
ま
す

。

名

前
の

由
来

は
、
果

実
か

ネ

ズ
ミ

の

ふ
ん
に

、
葉

か
モ
チ

ノ
キ

に
そ

れ

ぞ
れ

似
て

い
る

と
い
う

の
で

、
古

い

時
代

に
ネ

ズ
ミ
モ
チ

ノ

キ
と
呼

ば
れ

、

そ
の

後
、

語
尾
か

と
れ
、

ネ

ズ
ミ
モ

チ

と
な

っ

た
も
の
で

す

。
別
名

を
ネ

ズ
ミ

ノ
フ
ン

と
も

い

い
ま

す

。

中
国

原
産

の
ト

ウ
ネ

ズ
ミ
モ
チ

を

「
女
貞

」
、
そ

の
果
実

を
乾
燥

さ
せ

た

も
の
を

『
女
貞

子

』
と
す

る
の

か
正

し
い
生

薬
名
で

す
か

、
日
本

で

は
ネ

ズ
ミ
モ
チ

の

果
実
も

、
特
別

に
区

別

せ
ず

。
女
貞

・
女
貞

子
と

し
て

使
用

し
て

い
ま
す

。

▼
薬
用
▲

晩
秋
果
実
を
と
り
、
水
洗
い
し
て

か
ら
日
干
し
に
し
ま
す
。

強
壮
・
強
精
に
女
貞
子
酒
　
一
日
量

と
し
て
女
貞
子
十
～
十
五
グ
ラ

ム
を

水
五
百

に
で
煎
し
、
三
回
に
分
服
。

ま
た
は
、
女
貞
子
酒
（
ホ
ワ
イ
ト
リ

カ
ー

ー
・
八
ｇ

に
、
女
貞
子
二
百
グ

ラ
ム
と
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
二
百
グ
ラ
ム

を
入
れ
て
密
閉
。
六
か
月
後
に
こ
し

て
使
用
）
を
朝
、
昼
、
就
寝
前
の
一

日
三
回
、
一
回
量
二
十

に
ず
つ
飲
む

と
い
い
で
す
。

若
し
ら
が
に
　
女
貞
子
一
回
に
五
～

六
粒
を
そ
の
ま
ま
口
に
入
れ
て
、
砕

き
な
が
ら
飲
み
ま
す
。

女
卓
子
酒
の
場
合
は
、
ト
ウ
ネ
ズ

ミ
モ
チ
の
果
実
が
い
い
で
す
。

（
山

野
草

カ
ラ

ー
百

科
か

ら
）



昭
和
六
十
二
年
度

国
見
町
奨
学
生
の
募
集

に
つ
い
て

当
町
で
は
、
故
山
田
長
一
氏
が
町

出
身
者
の
育
英
・
奨
学
の
た
め
に
寄

付
さ
れ
た
財
産
な
ど
を
も
と
に
、
奨

学
金
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

六
十
二
年
度
も
。
次
の
要
領
で
奨

学
生
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
希
望
の

方
は
町
教
育
委
貝
会
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
硯
在
中
学
一
二
年
生
で
希
望

の
方
は
県
北
中
学
校
へ
お
申
し
込
み

下
く
だ
さ
い
。

◆
修
学
資
金
（
毎
月
）

○
募
集
人
員
　
若
干
名

○
金
　

額

高
校
八
千
円
以
内

高
専
一
万
円
以
内

大
学
一
万
五
千
円
以
内

◆
入
学
支
度
資
金

（
入
学
時
に
貸
与
、

修
学
期
間
内
に
返
還
）

○
募
集
人
員

若
干
名

○
金
　

甑

高
校
十
万
円

高
専
十
万
円

大
学
二
十
万
円

他
国

、
県
や
他
の
団
体
か
ら
同
種

の
奨
学
資
金
の
貨
し
付
け
、
ま
た

は
給
与
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
が

前
提
と
な
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
期
間

昭
和
六
十
二
年
一
月
五
日
か
ら
一

月
二
十
一
二
日
ま
で
。

※
く
わ
し
く
は
「
か
い
ら
ん
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

昭
和
六
十
二
年
度

幼
椎
園
児
を
募
集

国
見
町
教
育
委
員
会
で
は
、
就
学

一
年
前
の
幼
児
を
対
象
と
し
て
園
児

を
茆
集
い
た
し
ま
す
。

入
園
希
望
者
は
、
左
記
の
と
お
り

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

記

申
し
込
み
場
所

藤
田
幼
稚
園
、
森

江
野
幼
稚
園
（
入
園
願
書
な
ど
は
各

幼
稚
園
に
あ
り
ま
す
Ｊ

申
し
込
み
期
間

昭
和
六
十
二
年
一

月
八
日
附
、
九
日
閙
（
午
後
一
時
か

ら
四
時
ニ
ー十
分
ま
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
Ｊ

※
な
お
、
詳
し
く
は
「
か
い
ら
ん
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
見
町
建
設
工
事
入
札

参
加
資
格
申
請
書
の

受
付
に
つ
い
て

一
、
受
付
期
間

昭
和
六
十
二
年
二
月
二
日
～
二
月

二
十
八
日

二
．
対

象

国

兇
町

が
発

注
す

る
六

十
二

・
六

十
一
‘一
年

度
工

事
の

人
札

に
参
加

希

望
す

る
も
の

三
、
提
出
先

国
見
町
役
場
建
般
課
、
給
配
水
工

事
に
つ
い
て
は
水
道
課
、
い
ず
れ

も
持
参
提
出

四
、
申
爾
書
の
様
式

建
設
省
統
一
様
式
ま
た
は
県
指
定

様
式

五
『

魯

類
の
と

じ
方

Ｂ
五
Ｓ
判
紙
フ
ァ
イ
ル
と
じ

今
月
の

納
税

◆
十
二
月
は
、
町
県
民
税
・
国
民
健

摩
保
険
税
（
第
四
期
）
の
納
税
の

月
で
す
。

納
期
内
（
十
二
月
二
十
五
日
）
ま

で
忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
そ
の
ほ
か
の
陛
未
納
の

方
は
、
年
内

に
完
納
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
し

ま
す
。

新
民
生
・
児
童
委
員
に

委
嘱
状
を
交
付

任
期
満
了
に
伴
う
新
民
生
児
童
委

員
の
辞
令
交
付
式
と
、
退
任
委
貝
へ

の
感
謝
状
贈
呈
式
が
、
十
二
月
五
日
、

町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
、
福
島
社
会
福
祉
事
務
所

の
星
次
長
か
ら
退
任
さ
れ
た
八
人
の

方
に
厚
生
大
臣
の
感
謝
状
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
。
続
い
て
、
新
し
い
委

員
に
厚
生
大
臣
（
民
生
委
員
）
と
福

鳥
県
知
事
（
兇
童
委
貝

）
か
ら
の
委

嘱
状
が
一
人
ひ
と
り
に
手
渡
さ
れ
ま

し
た
ａ

委
嘱
さ
れ
た
委
八
と
担
当
地
区
は

次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

◆
小
坂
地
区

斎
藤
光
夫
（
新
）小
坂
・
太
田
川

安
藤
ト
ヨ
（
再

》前
田
・
板
橋

佐
藤
八
璽
子
｛
再
｝
泉
田
上
・
中
・
下

菅
野
贅
郎
（
再
）
鳥
取
・
内
谷
西
・
東

◆

藤
田

地
区

吉
田

と
し

子
（
再

）
駅
前

山
内
胆

子
（

再

）大

町
南

牧
野

容
’ｒ

（
再

）大

町
北

樋
口

整
　川
　（

再

）
錦
町

曳

地
鮗

作
（
再

）＊

町

・
鶉
町

棊
瀬
貞

子
（
再

）富

町
南

倥
久

間
巌
（
再

）宮
町

北

樋

口
弘
（
再

）大

坂

・
宮
東

・
町
東

高
野
時
ｆ
（
新

）
石
毋

田
東

・
表

・
北
’

上

野

菊
地
平

助
（
再

）
石

毋
旧
原

・
西

高

檎
恵
子
（
再

）
山
崎

北

・
舘
・
小

舘

。

宮

前

佐
藤

節
子
｛

新

｝滝

山

・
緋

谷

斎
藤

洋
子
（

新

）源

宗

山
東

・
北

・
西

◆
森
江
野
地
区

佐

久
間

そ
卜
（
新

）第

一
・

第
二

古
田

ご一
夫
（
斬

）
第｛
‘
了

第
四

阿

部
俊
恒
（

再

）徳

江
北

・
綰
七

後
藤

一
（
新

）
第
八

・
第

九

高

鳴
藤
右

工
門
（
再

）第

十

・
笛
十

一

第
十

二

◆
大

木
戸

地
区

商
橋
隆
雄｛
再
｝
貝
田

渋
谷
愛
子
（
再
）
光
明
寺

長
谷
川
キ
ン
（
再
）高
城

村
上
ミ
チ
子
（
新
）大
木
戸

吉
川
弥
吉
（
再
）
山
根

桜
沢
正
（
再

）原
町
・
築
舘
・
並
柳

玉
手
マ
ル
ヨ
（
再
）
中
部
・
北
部

鈴
木
正
雄
｛
再
｝
川
内

感
謝
状
及
び
記
念
品
贈
呈
書

橘
ヤ
ヨ
イ
、
遠
藤
喜
市
、
佐
藤
マ
サ

イ
、
朝
内
ひ
で
、
吉
田
正
雄
、
佐
野

市
郎
、
村
上
（

ツ
ヨ
、
阿
部
キ
ク

国
見
町
民
生
委
員
協
議
会
の
総
舟

曳
地
善
作
、
副
総
務
牧
野
容
子

民
生
・
児
童
委
員
は
民
生
委
員
法

に
よ
っ
て
厚
生
大
臣
の
委
噺
を
受
け

た
社
会
奉
仕
者
で
あ
り
、
そ
の
敏
務

は
、
生
活
保
護
、
児
童
福
祉
、
老
人

福
祉
、
身
体
障
害
者
、
母
子
。
父
子

の
福
祉
、
心
配
ご
と
相
談
な
ど
に
つ

い
て
関
係
行
取
機
関
に
協
力
し
、
地

域
活
動
の
推
進
に
よ
る
少
年
の
非
行

防
止
と
｝史
生
の
援
助
を
掲
げ
。
増
加

を
続
け
る
少
年
非
行
に
対
処
す
る
た

め
、
学
校
、
家
庭
と
地
城
の
児
童
番

員
と
の
連
携
を
続
け
て
。
一
人
で
も

児
童
を
不
幸
に
し
な
い
よ
う
に
一
層

幅
広
い
地
域
活
助
を
推
遣
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
新
し
い
民
生

児
童
委
貝
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。



善

意

の

窓

町
社
会
福
祉
協
議
会
に

◆
佐
藤
馗
さ
ん
（
錦
町
）
か
ら

二
万
円
‐

故
シ
ゲ
き
ん
の
ご
遺
志

◆
小
池
ト
ク
さ
ん
（
第
酋一
）
か
ら

三
千
円

◆
農
業
祭
実
行
委
員
会
（
八
巻
教
会

長
か
ら
）

二
万
五
千
二
十
二
円
－

農
業
祭
チ

ヤ
リ
テ

ー
バ
ザ
ー
ル
益
金

◆
野
村
茂
さ
ん
（
板
橋
）
か
ら

三
万
円
－

故
正
治
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
仲

野
周

一
さ
ん

（
泉

田
中

）
か
ら

一
一一
万

円
‐

紋
イ

ネ

さ
ん
の

ご
遺
志

森
江
野
小
学
校
に

◆
塚
野
目
老
人
グ
ラ

ブ
婦
人
部
か
ら

ぞ
う
き
ん
一
二
十
五
枚

◆
蓬
田
謄
一
さ
ん
（
第
九
）
か
ら

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
二
本
（
八
・
五
水

害
、
森
江
野
小
学
校
学
習
発
表
会

を
撮
影
し
た
も
の
）

小
坂
小
学
校
に

◆
仲
野
周
一
さ
ん
（
泉
田
中
）
か
ら

二
万
円
－

故
イ
ネ
さ
ん
の
ご
遺
志

藤
田
保
育
所
の

入

所

児

童

を

募

集

藤
田
保
宵
所
で
は
、
昭
和
六
十
二

年
度
の
新
入
所
児
童
を
次
の
と
お
り

募
集
い
た
し
ま
す
。

○
受
付
期
間

一
月
二
十
八
日
團
か
ら
一
月
ｉ二
十

一
日
山
ま
で
の
午
前
八
時
半
か
ら

午
後
五
時
ま
で
。

Ｃ
受
付
場
所

国
見
町
役
場

住
民
譚
福
祉
係

り
対
象
年
齢

Ｏ
歳
か
ら
未
就
学
児

０
募
集
人
員

一
〇
〇
名

０
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

印
鑑
、
会
社
員
な
ど
の
給
与
所
得

者
の
場
合
は
、
昭
和
六
十
一
年
分

の
源
泉
徴
収
票

※
詳

し

い
こ

と
は

．
役

場
住
民

譚
福

祉
係

（

酋
（
萃
上

＝
二
内
一
矗

）
か
、

藤
田

保
育
所

（

酋
公

卜
丑
一
｀
四
）
に
お

た
ず

ね
く
だ

さ

い
・

年
末
年
始
水
道

修
繕
工
事
当
番
表

％
％

㈲
後
藤
般
爾

魯
8
5“
二

〇
Ｅ

％
％

半
沢
水
道
工
衆
所官

8
5三
一
九
八

Ｍ
　

㈲
斎
久
設
備

官
8
5二
三
一
〇

Ｍ
　

㈲
ｌ
兒
設
備

官
8
5四
一
一
七

％
　

国
見
ガ
ス
住
宅
吸
緝
㈱

官
8
5二

ご
こ
七

％
　
　

県
北
水
道

高
野
電
飢
　

魯
8
5二
七
二
二

徳
江
電
気
　

官
8
5二
七
二
〇

徳
江
農
機
　
a
8
5
二
〇
六
七

％
　

㈲
１
見
建
工
a
8
5
四
五
二
二

戸籍 の窓口
(11 月受付分)

出生おめでとうございます

子 の 名 保 護 者　 部 落
恵美子(え み こ)斎藤　文男　 泉 剛 下

空美子(く み こ)食藤　辛利　山　 柤

浩 刷(ひろつくり 食田　眞一 上　 野

俊一郎(廴・加 らろう)佐野 直光　第　 九

ご 結婚おめでとうござ い ます

氏　　 名　　　　　 部 落

氏 家　孝 嗣　　　　 宮　 朿
小 山　　 忍　　　 福 鳥 市

消 野　忠 男　　　　 保 原 町
加 藤 照　7･　　　　大 町 南

高 檎 幸 夫　　　 宮 町 北
村 上 道 子　　　　 桑 折 町

高 野 正　喜　　　　鳥　 取

村 上 明 美　　　 福 鳥 市
佐 藤　　 正　　　　山崎小舘

濕 澤 房 枝　　　 福 島 市
八 番 勝 焚　　　　 人 町 南

河 又 ゆかり　　　　 岩 手 県

おく やみ申し 上げ ます

氏　　 名　　　年齢　　 部　落

高 鳴 シ　サ　　87　　 山 崎 北
吾 妻: 三 好　　73　　 人 木 戸

佐 藤　ス　ン　　　78　　111　内

野　材 正　治　　84　　 板　 檎
癖 藤　　 久　　78　　 ・I　 柬

佐 藤　シ　ゲ　　75　　 鏥　 町
村 上 稗兵衛　　88　　 徳 江 北

遠 藤 マサエ　　81　　 並　 柳
仲 野 イ　ネ　　88　　 泉 田 中

人 口 と 世 帯
12月１日現在(前月比)11月中のうごき

人
　
　

日

男5､810 人(  十 8 )

女 6 靆 99 人（＋1 ）゙

計 12  刄人(  十 9 )

世帯 数2,906 戸(  十 6 )

転　入34 人

転 出 加人

出　生　４人

死　亡　９人

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二 階 相 談 窒4 東偉人Ｕｌ･らお入りF さい）

時 間 ：9  時 ~ 12  時

こまったこ とや、相謫ごとがありましたら、

お飢軽にご 相鴣下 さい。 秘密は絶対に守り ます。

( 相談 輿)

12月 日 ( 木）曳地　善作・斎藤　洋子

１月14 日 (水〉佐久間　巖・佐久間モト

※１月５日は休ませていただきます。

12月 師走（しわす）

16n椈 濆 月

加日出 小中字校2学襴終業式

22日圓 冬 至

ｓl 側 ク11スマス

311咄 大みそか　
畆

１月 瞳月（むつき）

１日伽 元 旦

２日嘸 切膏、初夢　　 ’

１

６日脚 小 寒

10日出 小中学校3学期 始 式

日 凩 成人式　..．－



公
民
館
だ
よ
り

国 見町 公民 館

8 5 ｰ 2 6 7 6

（有) 4 ｰ 5 6

第
一
回
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

駅
伝
大
会
開
催
さ
れ
る

第
一
回
国
見
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

駅
伝
競
£
、人
会
か
国
見
町
ソ
フ
ト
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
連
合
会
主
催
、
国
見

町
教
育
委
貝
会
後
援
で
十
一
月
十
六

日
に
開
か
れ
ま
し
た
．

こ
の
大
会
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
以
・

外
の
餓
技
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り

各
団
体
の
親
睦
を
よ
り
商

め
．
チ
ー

ム
の
友
好
、
連
恭
感
、
協
馴
性
を
図

り
青
少
年
の
非
行
防
止
と
各
団
貝
の

自
覚
向
上
を
口
‥
的
と
し
て
開
催
さ
れ

た
も
の
で
す
．

大
会
に
は
．
町
内
ソ
フ
ト
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
ト
チ

ー
ム
と
隣
接
町
招
待

の
十
チ
ー
ム
の
二
十
チ

ー
ム
か
、
参

加

い
た
し
ま
し
た
．

開
会
式
で
は
神
津
武
志
人
会
長
の

激
励
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
米
賓
の

賀
藤
議
会
族
長
、
蓬
田
教
育
長
の
睨

辞
の
あ
と
、
藤
田
Ａ
チ
ー
ム
井
砂
崇

選
手
が
力
強
く
選
手
宣
誓
し
ま
し
た
．

午
後
一
時
藤
田
小
グ
ラ
ン
ド
を
各

チ
ー
ム
一
斉
に
出
発
『

山
崎
、
石
ほ

田
、
小
坂
の
八
Ｋ
間
．
九
・
五
キ
ロ

の
コ
ー
ス
に
健
脚
を
竸
い
ま
し
た
。

小
雨
か
ぱ
・
ｈ
つ
く
中
、
選
手
た
ら

は
沿
道
で
の
多
く
の
声
扱
を
・
つ
け
一

生
懸
命
力
走
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝
　
小
坂
Ａ
チ
ー
ム

凖
優
勝
　
月
舘
愛
宕
チ
ー
ム

第
三
位
　
東
鴻
野
チ
ー
ム

中
央
婦
人
学
級

乳

幼

児
学

級
合
同
学
習
会

卜

．‐

川

．．．Ｕ

福
祉

セ

ン
タ
ー
で

．

’
乳

が
ン
ｙ

川

発
Ｕ
’』

に
つ

い
て

の

学
習

を
閧

催
し

ま
し

た
．

最
初

に
ビ

デ
オ
を

み
て
か

ら
、

公

し
藤

田
総
べ
日
病

院
剛
院

長
の

雌
辺

宏

先
生

の
講

義
を

受
け
ま

し

ダ

乳

ガ

ン
は
四

十
代

に
一
番

多
く

発

生
し

．
近

年
川

え
た
原

閃
と

し
て

、

所
俳

か
増
え

た

こ
と

に
よ

二
て
食
生

活
か

慳
か

に
な

Ｊ
た
こ

と
、
食

乍
活

か
ア

メ
リ

カ
ナ
イ

ズ
し

た
こ

と
な

ど

が
あ

げ
ら

れ
る

そ
・
つ
で
す

．

早

瑚
発

見
す

れ
ば
完

治
す

る
の
で
．

毎
月

一
阿

必
ず
自

己
検
診

を
し

て
、

お
か

し

い
と
田
穹

た
ら
す

ぐ
診

て
も

ら
う

こ
と

が
大

切

で
あ

る
と
の

話
が

あ
り

、
有
意
義

な

乍
習
会

で
し

た
．

Ａ力走する各選手たち

▲無心に講話を聞く教室生のみなさん

▲桑折の坂町観龠寺で

中
央
婦
人
学
級
で

史
跡
め
ぐ
り

ト

ー
月
十

二
日
町

文
化
財

保
護

審

議

委
・口

の
菊
池
利

雄

先
生
を

講
師

に
、

耶

内
の

史
跡

め
ぐ
り

を
行

い
ま
し

た
。。

梁
川

城
跡

を
ふ
り

だ
し

に
八
幡

神

吐

、
希

望
の
森

。
保
原

町
大

塚
古
墳

、

桑

折
町

の
大
柄

、
坂

町
の
観

音
寺

、

桑

折
寺

山
門
を

見
乍
し

ま
し

た
。

観

音
寺

で
は

、
占
ｍ

庄
職

の
案
内

で

普
段

は
見

ら
拾
な

い
仏
像

三
体
を

見
せ

て

い
た

だ
き
ま
し

た

。
本

堂
の

桧
天

井

や
『

文
字

天
拜

は
色

か
そ
の

ま

ま
残

り
て

い
て
、
そ

の
す

ば
ら
し

さ

に
感
嘆

の
声

が
聞
か

れ
ま
し

た
『

文
化

財

と
歴
史
を

訪

ね
た
乍
級

生
は

静

か
な
秋

の
一

日
を
過

ご
し
ま

し
た

。

”
募

集

”

◇
親
子
ス
キ
ー
教
室

○
期
　
口
　
一
月
十
八
日
（
凵
）

○
時
　
川

午
川
八
時
出
発

○
場

所
　
二
本
松
塩
沢
ス
キ
ー
場

〇
参
加
料
　
一
人
一
〇
〇
〇
円

○
定
貝
　
七
卜
名

○
参
加
資
咯
　
原
則
と
し
て
観
子

（
四

年
生

以
Ｌ

）

◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

○
期
　
Ｈ
　
一
月
九
一日
（
金
）
か
ら

二
月
六
日
（
金
）
ま
で

毎
週
金
曜
日
五
回
コ
ー
ス

Ｏ
場

所
　
町
民
体
育
館

○
時
　
間

午
後
七
時
二
十
分
か
ら

Ｃ
参
加
糾
　
無
料

※
申
し
込
み
及
び
問
い
合
せ

町
公
民
館
（
八
五
－

二
六
匕
六
）

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
愛
好
者

会
員
募
集

練
習
凵
　
毎
週
企
曜
日

時
　
間

午
後
七
時
～
八
時
ま
や

場
　
所
　
国
見
町
柵
祉
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ

「
竹
内

ひ
と

み

パ
レ
エ
ア
・
Ｉ
ト

ス

ク

ー
ル
」

渋
谷
浩
契
双

五
‐
二
町

χ

）ま
で



少
年
仲
間
づ
く
り
教
宝

”
た
こ

絵

書
き

と

伝

承

あ
そ

び

”▲熱心にたこづくりに励む教宣生

十
一
月
三
十
口
午
前
九
時
か
ら
町

民
体
育
館
で
、
敦
室
生
六
卜
名
が
な
・

加
し
て
た
こ
松
沢
き
と
伝
承
あ
そ
び

か
行
わ
れ
ま
し
た
『
。

福
鳥
巾
の
羽
川
先
生
の
指
噂
で
、

六
角
だ
こ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

最
初
に
六
角
だ
こ
の
形
を
と
る
作
業
、

六
角
形
の
才
法
を
と
る
の
に
四
苦
ぺ

苫
し
な
が
ら
完
成
し
ま
し
た
。

皎
い
て
た
こ
絵
古
き
作
寮
に
と
り

か
か
り
ま
し
た
。

絵
に
は
、
髄
、
寿
。
初
日
の
出
な

ど

お
も

い
お
も
い
の
松
を
書
き
終
え

ま
し
た
。

午
後
か
ら
サ
ー
タ
ル
ぼ
け
っ
と
会

員
の
指
導
で
、
駒
ま
わ
し
、
け
ん
五
、

お
手
玉
な
ど
の
伝
承
あ
そ
び
で
楽
し

い
一
卜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

来
年
の
一
月
十

】
日
に
行
‥
わ
れ
る

た
こ
あ
げ
大
会
か
楽
し
み
で
す
。

阿
津
賀
志
学
級
で

「
法
律
の
学
習
」

阿
津
貿

志

学
級

で

は
ト

ー
月

の
第

二

回
目

の
学
習

と
し
て

、
遺

産
扣
続

に
関
し

て
の

諸
問
題

に
っ

い
て

学
習

し

ま
し

た

溝
師

は
福
島

地
万
峨

務
局

桑
折
川

張
所

の
宗

Ｉ
　・
　
い
　
く
で

。
具

体
列

を
あ

げ
て

の
判

り
易

い
溝

義
な

の
で

。

学
級
生

一
回
仔

意
義

な
乍
習

を
す

る

こ

と

が
で
き
ま

し

た

んさなみの生室敕るけむたかを耳に騒諞の律法▲

健
闘
、
五
位
入
賞

～
第
五
回

郡
内
一
周
駅
伝
競
走
～

伊
達

地
力
体

育
協

会
、

伊
達
地

方

教

育
委

員
会
共

催

の
．
第

五
川
部
内

一
川
駅

伝
競
走

人
会

が
、

ト

ー
．Ｕ

七

卜
午
前

九
時

、
飯

野
町
役

場
前

ス
タ

ー
ト
で

行
わ

れ
、

傑
原
町

中
央

公
民

館

ま
で

の
．Ｅ儿
一

六
・
四
キ

ロ
メ

ー
ト

ル
に
、

一
般

の
郎

卜
．．．チ

ー
ム
、

中

乍
乍
の
郎

．
‘．
チ

ー
ム
の
計

卜
八
千

１

ム
か
参
加

し

．
健
脚

を
妓

い
あ

い
ま

し
た

．

閥
見

チ

ー
ム

は
、
国

辿
町
ｔ

ろ

う

会

を

七
体

に
選
抜

さ
れ

た
(

 
1
K

国
分

政
勝

、

Ｉ
Ｋ

佐
藤

武
徳

、
二

匡
高

野
輝

大

、
四

．Ｋ
佐
藤

笂
山
紀

、

ｋ
Ｋ
…．ｈ
城
勉

．

六
．Ｋ
山

川
巾
郎

．
Ｌ

．Ｋ
安
藤

盛
人

、
八

．ド
おａ
木

功
、

九
．Ｋ

斎
藤
洋

已
、

卜

、区
中
野

一
雛
、

ト

ー

区

高
鴎

豊
元

、

卜
．一
．Ｋ
高

村
義
孝

の

各
選
Ｆ

）
で

糾
成

．
町
代

表
チ

ー
ム

と
し
て

人

い
に
健

闘
し

、
叫
年
よ

り

・へ
分
短

縮
の

総
合
時

間

．．．
時
川

卜
八

分
二
秒

で
第

孔
位

に
人
賞

し
ま
し

た
．

選
手

の
皆

さ

ん
、
人
変

ご
苦

労
印

で

し

た
．『

人
会

結
眼
｀
は
次

の
と

お
り
で
す

．
位
　
川
俣
町
Ａ
３
時
間
５
分
5
5秒

．
．
筐
　
保
川
町
　
３
　
μ

″／
μ
？

．．．位
　
磯
川
町
Ａ
３

″

８

″
羽

″

川
位
　
霊
山
町
Ａ
３

″
1
5
″
1
4秒

ｌ
位
　
岡
見
町
　
３

〃

Ｓ
〃
0
2秒

昭和61年度伊達地方新生活運動各町申し合わせによる努力事項

●　努　力　事　項

１ 。何よりも心のっながりを人切にしましょう。

２ ．心の通いあう冠婚葬祭への見直しを行いましょう。

３ ．会合の時問を厳守しましょう。

４ ．祝日には国旗を掲げましょう。

５ ．広場や道路や川などを汚さないようにしましょう。

６ ．資源を大切にし合理的な生活をしまし ょう。

●　 具 体的な 申 し合せ 事項

１。結婚披露宴………弓|出物は簡素化にし、会費制を奨励する。

２ ．葬　　儀…………香典返しを廃 止しハガキにて礼状 とする。

３ ．法　　要…………三日・七日の法要及び仏送りは近親者にとどめましょう。

４ ．快気睨……………見舞返しは取り止めノヽガキまたは封書による礼状にしましょう。

５ ．出産祝・年祝・新築睨・入学祝など

できるだけハガキまたは封 書による礼状にしまし ょう。



東
海
林
正
子
さ
ん
に

自
治
大
臣
表
彰

七
月
六
日
に
行
わ
れ
た
第
三
十
八

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
並
び
に
第
十

四
回
参
巌
院
議
員
通
常
選
挙
に
お
い

て
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
の

東
海
林
正
子
さ
ん
（
藤
田
字
南
二
七
）

が
、
そ
の
功
績
を
認
め
ら
れ
、
栄
え

あ
る
自
治
大
臣
表
彰
を
受
彰
さ
れ
ま

し
た
。

十
一
月
二
十
一
卩
。
役
場
で
伝
達

式
か
行
わ
れ
、
冨
永
県
北
行
政
事
務

所
長
か
ら
東
海
林
さ
ん
に
、
表
彰
状

と
記
念
品
か
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

「
今
回
の
受
彰
は
、
選
挙
管
理
委

貝
、
担
当
さ
れ
た
職
員
。
そ
れ
に
町

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
い

た
だ
い
た
も
の
で
す
。
今
後
は
更
に

厳
正
公
平
に
職
務
を
全
う
し
『

こ
の

栄
譽
を
け
か
さ
な
い
よ
う
努
力
し
ま

す
。
』
と
東
海
林
さ
ん
は
喜
び
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

火
の
用
心

お
噸
い
し
ま
す
!
!

～
小

さ
な
消
防
団

が
呼
び
か
け
～

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
週
間
を

前
に
、
藤
田
幼
稚
園
児
に
よ
る
防
火

パ
レ
ー
ド
が
、
十
一
月
十
二
日
町
内

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
さ
い
時
か
ら
防
火
に
対
す
る
正

し

い
知
識
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
子
供

の
火
遊
び
な
ど
に
よ
る
火
災
の
減
少

を
図
る
と
と
も
に
、
住
民
の
防
火
意

餓
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
す
。

パ
レ
ー
ド
は
、
伊
達
地
方
消
防
組

合
の
指
揮
広
報
車
を
先
導
に
、
藤
田

幼
稚
圃
を
出
発
。
圜
児
た
ち
は
、
そ

ろ
い
の
（

ツ
ピ
に
豆
し

ぽ
り
手
ぬ
ぐ

い
の
（

チ
マ
キ
姿
で
、
拍
子
木
、
小

型
ま
と
い
な
ど
を
持

う
て
、
商
店
街

を
『
火
の
用
心
お
願
い
し
ま
す
』
と

防
火
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

▲表彰状を手に喜びの東海林正子さん

４ パレ ード で「 火の用 心」 を呼び かけ

羽
賀
え
い
さ
ん
に

霊
山
町
長
賞

第
六
回
福
鳥
県
身
体
障
害
者
福
祉

会
伊
達
支
部
作
品
艇
示
会
が
、
十
月

二
十
七
日
霊
山
町
で
開
か
れ
、
日
本

画
の

『
山
里
の
劵
』
（
三
十
号
）
を

出
品
し
た
羽
賀
え
い
さ
ん
（
山
崎
字

北
町
田
六
の
一
　
六
十
四
歳
）
に
、

霊
山
町
長
賞
か
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
『
山
里
の
眷
』
は
、
山
崎
山

か
ら
石
母
ｍ

を
望
ん
だ
風
影
画
で
、

羽
賀
さ
ん
は
三
か
月
余
を
か
け
て
完

成
し
ま
し
た
。

十
年
ほ
ど
前
、
公
民
館
で
日
本
画

教
室
を
鬨
い
た
と
き
参
加
し
た
の
か

始
め
て
で
、
以
来
、
手
足
か
不
自
由

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
桧
を
描
き
続
け

て

い
ま
す
。

展
示
会
に
は
、
毎
年
出
品
し
て
お

り
。
最
高
賞
の
町
長
賞
は
三
回
目
。

日
本
画
の
ほ
か
に
、
俳
句
や
工
芸
品

な
ど
む
出
品
さ
れ
、
す
べ
て
の
作
品

か
ら
一
点
だ
け
受
賞
さ
れ
る
と

い
う

栄
え
あ
る
賞
で
す
。

『
生
き
か
い
と
し
て
日
本
画
を
描

い
て
い
ま
す
。
手
足
が
痛
い
で
す
け

ど
、
描
い
て
い
る
と
き
は
、
痛
み
も

忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
日
本
画
を
描

け
る
の
も
家
族
の
理
解
か
あ
る
か
ら

こ
そ
で
き
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
。
動
け
る
限
り
絵
を
続
け
ま

す
。
』
と
喜
び
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

Ａ霊山町長表彰を受けた羽賀えいさん

編

集

日

記

Ｃ
弓
年
も
　
写
り
も
叭
て
僭
彳
と
こ

ろ
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
一
年
間
。
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

○
今
年
は
例
年
に
な
く
雪
が
降
ら
ず
、

気
温
も
商
い
よ
う
で
、
お
だ
や
か
な

年
の
瀬
、
そ
し
て
新
年
か
迎
え
ら
れ

そ
う
で
す
。
あ
わ
た
だ
し
い
最
中
で

は
あ
る
と
思

い
ま
す
か
、
こ
の
一
年

を
ふ
り
か
え
り
、
反
省
し
、
そ
し
て

来
年
へ
の
ス
テ

ッ
プ
と
す
る
の
も
大

事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

○
先
日
。
小
坂
宿
、
鳥
取
宿
を
取
材

に
行
き
ま
し
た
が
、
ち
ょ
・
と
路
地

裏
に
入
る
と
、
昔
の
お
も
か
げ
を
偲

ば
せ
て
く
れ
る
道
し
る
べ
の
石
か
人

知
れ
ず
た
た
ず
み
、
ま
た
、
長
い
間

多
く
の
旅
人
な
ど
か
利
用
し
、
今
は

木
立
の
中
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
旧

道
な
ど
、
私
た
ち
の
町
に
も
、
こ
ん

な
所
が
あ
っ
た
の
か
と
感
心
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
車
杜
会
の
現
代
、
じ
っ

く
り
散
策
す
る
機
会
が
少
な
い
で
し

ょ
う
け
ど
、
た
ま
に
は
。
自
分
た
ち

の
近
く
を
、
じ
っ
く
り
観
察
し
な
が

ら
歩
く
の
も
い
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

○
と
こ
ろ
で
、
年
の
瀬
、
カ
ゼ
が
大

変
流
行
し
て
い
ま
す
。
良
い
お
正
月

を
迎
え
る
た
め
に
も
、
身
体
に
は
十

分
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。
　

Ｓ

貉
行
・
纎
集

園
見
町
企
画
課

篠
鳥
県
伊
達
郡
Ｉ
兄
町
大
字
藤
田
事
一
Ｔ
田
二
２
の
Ｉ

Ｓ
九
六
九
一
一
七
　

き
（
○
二
四
五
ｙ
八
丘
Ｉ
一
二

二

（
代
表
）
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